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項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

R2決算額（見込み）

会年職員 0.00 人

R1決算額

非常勤
特別職

0.00 人

3,602千円

R1決算額

R2その他職員
従事割合

R2決算額（見込み）

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

事業自体が
貢献する
項目

どのように貢献したか

計画的な道水路の確定図
面整備により道路整備工
事等に活かした。

９．産業と技
術革新の基
盤を作ろう

土地所有者の高齢化に伴い、現場での立
会い確認が困難な事例も散見するが、弾
力的な対応により境界の確定を進めてい
く。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

期間 2.10 人

160件

17,153千円

R3目標

S35～

【目的】　道水路境界を確定又は修正し、確定図を整備
することにより、適正な道水路の維持管理を図るととも
に、民有地の土地利用の促進を図る。
【内容】　関係地権者からの境界確認申請による調査・
立会い。道路境界の確認・同意、道路境界標の設置、
確定図の受理。

2.20 人 199件

156件

150件

18,286千円 臨時職員 0.40 人

①160件

②156件

R2目標 R2実績

会年職員 0.40 人

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 4,829千円 4,070千円

A

境界確認申請のうち97％以上の案
件において、道水路境界を確定す
ることができた。

R2年度に改善した点

申請により境界が確定した件数

境界確認申請に基づいて道水路境界の確定を
目指して関係地権者との立会いや調整を図り、
境界を確定させることで適正な道水路境界確定
図の整備が進められるため、境界が確定した件
数とする。

現場での感染症対策に万全を期し、関係
者が不安を感じないような境界確認作業を
実施した。
また境界確認の電子申請を導入した。

R1目標

目標達成済150件

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

道路法・道路法施行規則・所沢市道水路境界確認事務
取扱要綱

R1実績

目標設定の考え方・根拠

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R2目標値が未達成の理由・分析

①申請件数

②境界確定件数

指標名R1決算額

事業の目的及び具体的な内容

0.00 人

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

道水路境界確定事
業

根拠法令 R2予算現額

R2目標

目標達成済0.10ｋ㎡

S53～ 5,309千円 0.10ｋ㎡

R2その他職員
従事割合

0.65 人期間
会年職員

労務単価の上昇により委託できる測量範
囲は減少傾向にあるが、着実に事業を実
施し、成果品を地理情報システムに反映さ
せるなど有効活用のための取り組みにも
注力していく。

R2正規職員
人件費

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R2目標値が未達成の理由・分析

0.55 人

0.08ｋ㎡

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

4,572千円

道水路座標管理図
面作成事業

根拠法令

重要

指標名

3,200千円 2,398千円

法定受託事務 3,078千円 2,156千円

臨時職員

A

国土調査完了地域において、座標
値をもった道路境界確定図の整備
が着実に進められている。

0.06ｋ㎡0.06ｋ㎡

R3目標

R1予算現額

R1実績

R2実績0.00 人
①0.08ｋ㎡

②33.18ｋ㎡

R2年度に改善した点

①単年度確定面積

②確定測量累計面積
国土調査完了区域における確定測量実施面積

国土調査完了地域において、座標値をもった道
路境界確定図の整備を早期に進めるため、確
定測量実施面積を指標とする。
目標値は、当該年度に行うべき確定測量の対象
面積。

コロナ禍による社会情勢の変化に配慮し、
弾力的な境界確認作業を実施した。

R1目標

目標設定の考え方・根拠

0.00 人

4,440千円

【目的】　座標値をもった復元可能な道路図面を整備す
ることにより、生活道路の後退、拡幅、舗装工事、災害
時の復元など、道路整備に反映させる。
【内容】　国土調査が完了した区域において、都市基準
点を用いた道路の境界点測量を実施し、座標値をもった
道水路の確定図面を整備する。

自治事務 法定受託＋附加

道路法・道路法施行規則・所沢市公共測量作業規程

非常勤
特別職

R2決算額（見込み）

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R2予算現額

事業の目的及び具体的な内容

H16年度～ 8,168千円

会年職員

新所沢の市街地から狭山市内の主要地方道所沢狭山
線を結ぶ延長2,860ｍの道路で、隣接する自治体の都市
計画道路と接続することによる交通の利便性の向上とと
もに、交通渋滞緩和と周辺住民の安心・安全確保を図る
ものである。

1.00 人
非常勤
特別職

R2その他職員
従事割合

期間

0.00 人

開通後1割削減 2,746台

開通後1割削減
0.00 人

1.00 人 R3目標

R2正規職員
人件費

R1目標 R1実績

開通後1割削減 2,606台

8,312千円 会年職員 0.00 人

①100%

②100%（未供用区間526ｍ）

③

R2目標 R2実績

0千円 0千円
①用地取得率

②工事着手率

③

R2決算額（見込み）

道路法、都市計画法 20,148千円 20,148千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

目標設定の考え方・根拠

A

本路線は新所沢跨道橋通りから市
道3-1124号線までの延長890ｍの
区間が開通している。 　　　　　　　　　
令和2年度は未供用区間のうち延
長300ｍについて車道の舗装工事
を行った。                      　　　　　  
     　　今後は、残りの未供用区間
について計画的に道路整備を進め
て、北野下富線（1工区）との同時開
通を目指す。

R2年度に改善した点

北野下富線（1工区）と松葉道北岩岡線の同時
開通により交通渋滞の緩和を図るもので左記箇
所に観測点を設定して、年1回・7月の第1水曜日
(朝)午前7時30分～8時30分、(夕)午後5時30分
～6時30分に測定する。

工事区間について、道路利用者の快適な
歩道利用や大気浄化等良好な生活環境を
確保するために、街路樹の植樹桝の設置
検討を行った。

未開通のため。
未整備区間の整備を推進するために、今後も継
続的に用地取得と道路建設を進めていくことで、
早期の供用開始、全線開通を目指すものであ
る。測定日R2.7.1、川越所沢線 朝)川越方面415
台、所沢方面318台、夕)川越方面354台、所沢
方面315台、市道3-5号線 朝)狭山方面341台、
所沢方面398台、夕)狭山方面251台、所沢方面
354台

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

市道3-1124号線から北野下富線までの延
長526ｍの区間の舗装工事・排水工事を実
施する。また、北野下富線（1工区）との同
時開通を目指して、関係機関との協議を継
続して行う。

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

根拠法令

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

指標名

松葉道北岩岡線道
路築造事業

開通後1割削減

期間 5.60 人 R3目標

平成4年度の都市交通施設整備計画において所沢市の
外環状道路として位置付け、幹線道路の環状型ネット
ワークを形成し、市内道路の交通渋滞緩和を図るもので
ある。
国道463号バイパス小手指ヶ原交差点から一般県道所
沢堀兼狭山線下富駿河台交差点までの延長5,500ｍの
道路の整備を行うもので、早期の全線開通を目指す。

H6年度～ 45,741千円

最優先

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

44,885千円 会年職員 0.00 人
①1工区  84%  2工区100%
　 3工区  99%  4工区  79%
②1工区  24%  2工区100%
　 3工区100%  4工区    0%
③

早期の全線開通を目指し、引き続き用地
取得と道路建設を進める。また、社会経済
状況や財政事情等に応じて、事業期間や
総事業費の見直しを行い、整備効果を高
めるものである。

R2正規職員
人件費

A

2,746台

5.40 人
非常勤
特別職

0.00 人 開通後1割削減

①用地取得率

②工事着手率

③

644,518千円 404,583千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

388,420千円 278,539千円道路法、都市計画法

北野下富線道路築
造事業

根拠法令 R2予算現額

最優先

本路線は所沢市の外環状道路であ
るため、全線開通により交通渋滞
の緩和に大きく寄与する事業であ
ることから重点的に整備を進めて
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　令和2年度は3工区の供用開
始、1工区の工事着手、4工区の道
路設計等積極的に道路整備を行っ
た。　　　　　　　　　　　　　　　また、
県が整備を進めている都市計画道
路東京狭山線、都市計画道路飯能
所沢線と接続する路線であり、2路
線は東京都の都市計画道路と繋が
る計画となっている。

R2年度に改善した点

交通渋滞緩和　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　
　  　　市道3-5号線、及び主要地方道川越所沢
線（美原町3-2944-2前）に観測点を設定。当該都
市計画道路開通により交通量1割削減を達成す
る。

北野下富線（1工区）と松葉道北岩岡線の同時
開通により交通渋滞の緩和を図るもので左記箇
所に観測点を設定して、年1回・7月の第1水曜日
(朝)午前7時30分～8時30分、(夕)午後5時30分
～6時30分に測定する。

3工区供用開始後の開通式典は、コロナ禍
で三密の可能性があるため実施せず、開
放された道路を地域住民と歩き初めを行う
ことで開通を祝った。また、3工区道路工事
発注時期の調整を行うことで、工事発注の
平準化に努めた。R1目標

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1決算額

R2予算現額

交通渋滞緩和　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　
　  　　市道3-5号線、及び主要地方道川越所沢
線（美原町3-2944-2前）に観測点を設定。当該都
市計画道路開通により交通量1割削減を達成す
る。

R1予算現額

R2目標

指標名

現状の課題
総合
評価

評価
理由

成果指標活動実績(R2)

未開通のため。
未整備区間の整備を推進するために、今後も継
続的に用地取得と道路建設を進めていくことで、
早期の供用開始、全線開通を目指すものであ
る。測定日R2.7.1、川越所沢線 朝)川越方面415
台、所沢方面318台、夕)川越方面354台、所沢
方面315台、市道3-5号線 朝)狭山方面341台、
所沢方面398台、夕)狭山方面251台、所沢方面
354台

開通後1割削減

R1実績

R2実績

目標設定の考え方・根拠

2,606台

SDGsへの貢献
(最大3つ)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど成果

１１．住み続
けられるまち

づくりを

R2目標値が未達成の理由・分析

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

市内道路の交通渋滞の緩
和を図り、安心安全で良好
な交通環境のために、都市
計画道路の整備を推進し
た。

９．産業と技
術革新の基
盤を作ろう

どのように貢献したか

市内道路の交通渋滞の緩
和を図り、安心安全で良好
な交通環境のために、都市
計画道路の整備を推進し
た。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

道水路境界の確定により、
適正な道水路の維持管理
と、民有地の土地利用の促
進を図った。
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実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

事業自体が
貢献する
項目

現状の課題
総合
評価

評価
理由

成果指標活動実績(R2)

SDGsへの貢献
(最大3つ)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど成果

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設担当参事　　𠮷田　進一

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設担当参事　　𠮷田　進一

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設担当参事　　𠮷田　進一

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設担当参事　　𠮷田　進一

R1決算額

どのように貢献したか

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

15.0% 15.0% 新設道路を整備することに
より、道路利用の利便性向
上を図り、地域が活性化す
ることで持続可能なまちづ
くりにつなげる30.0%

1.00 人 R3目標

― 会年職員 ― ①令和3年3月26日完了

②令和3年3月26日完了

③令和2年度第4回定例議会
において市道4-1386号線とし
て認定8,168千円

会年職員 0.00 人

道路法　土地収用法 12,200千円 11,525千円

①用地測量

②詳細設計

③道路認定

新設道路の築造進捗率

事業の具体的な内容及び目的

新設道路の築造にあたり、大きく3段階に分け、
それぞれ①設計15%→②用地購入45%（15%×3
年）→③工事40%（20%×2年）達成した事とする。

特になし

R2年度に改善した点

R2目標値が未達成の理由・分析

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

整備箇所は入間市境となるため、スケ
ジュール管理等定期的に協議を行い、円
滑な進行管理に努める。

R1目標 R1実績

― ―

指標名

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

根拠法令

三ヶ島地区の交通の利便性の向上、地域の活性化及び
安心・安全な歩行空間を確保するため新設道路を整備
するもので、3工区「林運動場」付近から入間市宮寺の
県道所沢青梅線「南矢荻」バス停付近までのうち、所沢
市分の約368ｍの区間を整備するものである。

―
非常勤
特別職

R1その他職員
従事割合

R1決算額

― ―

R2予算現額 R2決算額（見込み）

どのように貢献したか

未舗装道路を舗装化する
ことにより、道路利用の安
全性改善を図り、持続可能
な道路利用を提供する

目標設定の考え方・根拠

A

成果指標の目標を達成している。

期間 0.89 人

市道4-1386号線
（上藤沢・林・宮寺
間新設道路3工区）
築造事業

期間

R2～

市民からの未舗装道路の舗装要望に基づき、ほこりや
騒音、水溜り等を防止し、生活道路としての機能的な整
備と良好な住環境の改善を図るため市道及び私道の舗
装整備を行うものである。

R2目標 R2実績

R1正規職員
人件費

0.53 人
非常勤
特別職

0.00 人

①3件

②2件

R2目標

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

市道1件・私道1件

R3目標

私道2件

根拠法令 R2予算現額

会年職員

①市道舗装整備実施件数

②私道舗装整備実施件数

道路舗装事業
事業の具体的な内容及び目的

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

法定受託事務 法定受託＋附加

R2年度に改善した点

9,300千円 5,317千円

一
般

R1予算現額

予算配分に基づき、市民からの要望の申請順
に舗装路線数（目標工事件数）を決定する。

5路線の内3路線については保水性舗装を
行い、温暖化対策への試験的な取り組み
を行った。

R1目標

私道2件

目標達成済

指標名 目標設定の考え方・根拠

A

成果指標の目標を達成している。

市道3件・私道2件

R1実績

R2実績

市道3件・私道2件 施工時期の平準化を進めるため、ゼロ債
務負担行為による発注を考える。

舗装整備工事実施件数

0.00 人

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

R2決算額（見込み）

24,993千円

会年職員 0.00 人

―

道路法、所沢市私道舗装要綱 31,200千円

4,405千円

S25年～ 7,270千円

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

重要 自治事務

0.00 人

R2その他職員
従事割合

COOL JAPAN 
FOREST周辺道路
整備事業

2.99 人

期間 1.24 人

「COOL JAPAN FOREST」構想の拠点施設である「とこ
ろざわサクラタウン」を中心とした半径約500ｍ圏内の重
点推進エリアにおいて交通環境整備を行うことによっ
て、交通の円滑化を進めて行くものである。現在整備を
計画している路線は市道2-572号線、市道2-561号線及
び市道2-996号線の３路線である。

1.20 人 0.00 人
非常勤
特別職

会年職員

193,738千円

R1予算現額

事業の具体的な内容及び目的
R1正規職員
人件費

①令和2年11月27日完了

②125.29㎡

R2正規職員
人件費

号線2-996号線交差点改良工事、市2-
572号線道路改良工事

R1目標 R1実績

R2予算現額

市道2-561号線及び市道
2-996号線用地取得

10,128千円

2-572号線：工事完了
交差点：用地買収完了

9,974千円 会年職員 0.00 人

目標設定の考え方・根拠

2-561号線、2-996号線交差点改良
工事については完了し、目標を達
成した。
2-561号線の用地取得の内、1件に
ついては、交渉がまとまりかけてい
たが、地権者が死亡したことによ
り、引続き相続人と交渉したが年度
内には用地買収に係る契約の成立
に至らず、目標未達成となった。

B
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

市道2-561号線用地取得
交差点改良工事

市道2-561号線：約50％用地
取得済
交差点改良工事：完了

R2決算額（見込み）

18,961千円

①市道2-561号線・2-996号線
交差点改良工事

②市道2-561号線用地取得

ＣＯＯＬ　ＪＡＰＡＮ　ＦＯＲＥＳＴ構想事業の全体像
が流動的で、事業内容が確定できないため、単
年度取組目標とする。 特になし

市道2-561号線の地権者に相続が発生し、地権
者の相続人と交渉しなければならなくなったた
め、年度内に用地買収に係る契約の成立に至ら
なかったため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

令和2年度に相続により、契約が成立しな
かった1件については、相続人へ丁寧な交
渉を進めた結果、令和3年度中には契約
完了予定である。

R2目標値が未達成の理由・分析

75,633千円

R3目標

R2目標 R2実績

令和2年度
市道2-561号線・2-996号線交差点改良工事
市道2-561号線用地取得

令和3年度
市道2-561号線及び市道2-996号線用地取得

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先

道路法、河川法、土地収用法

根拠法令

H28年～

事業の具体的な内容及び目的

R3目標

S25年～ 24,422千円

法定受託事務 法定受託＋附加 205,819千円

道路の拡幅や交差点の改良により安全性・利便性の確
保と渋滞の緩和を図る。
また歩行者の通行が多い道路については、歩道の設置
により、誰もが安心・安全に利用できる道路整備を行う。

3.43 人

28,510千円

自治事務

R2目標

R1決算額 指標名

0.00 人
道路改良事業については、優先整備計画
に基づき整備を進めているが、平成28年
度に策定したものであり、5年経過して完
了した路線もあることから、令和3年度には
再評価をかけ見直しを行う。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

0.00 人 3件 3件

①6路線

②1063.8ｍ

R2年度に改善した点

R2目標値が未達成の理由・分析

2件

6件

会年職員 0.00 人

6件

R2実績会年職員

目標達成済
R2その他職員
従事割合

道路法・土地収用法 282,522千円 252,863千円

R1その他職員
従事割合
非常勤
特別職

R2年度に改善した点

①改良整備工事件数（路線
数）

②改良整備延長

単年度改良整備工事実施件数
予算配分に基づき、路線の優先順位を考慮して
工事実施件数（目標）を決定する。

特になし

R1目標 R1実績

指標名 目標設定の考え方・根拠

A

成果指標の目標を達成している。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 247,423千円 217,512千円

R1決算額

R2決算額（見込み）

R2正規職員
人件費

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

道路改良事業

根拠法令 R2予算現額

期間

どのように貢献したか

狭隘道路の拡幅及び歩道
設置により、交通の安全性
改善を図り、持続可能な道
路利用を提供する

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

歩道設置により、交通の安
全性改善を図り、持続可能
な道路利用を提供する

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを



第６章　自然と調和する住みよいまち  第３節　道路

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

事業自体が
貢献する
項目

現状の課題
総合
評価

評価
理由

成果指標活動実績(R2)

SDGsへの貢献
(最大3つ)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど成果

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

項目名

□ □ □

実績

評価者

課長　相沢　渉

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

項目名

■ □ □

実績

評価者

課長　相沢　渉

0.00 人

会年職員

会年職員 0.00 人

会年職員
Ｓ４９～

R2正規職員
人件費

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

24,520千円

一
般

R1決算額

24,096千円

R1実績

R2その他職員
従事割合

34

R2目標

期間 2.95 人 R3目標

幹線道路等の樹木剪定や植樹帯の除草を定期的に行
い、街路樹の目的や機能を十分発揮させることにより、
道路環境の整備はもとより良好な都市景観の形成と快
適な生活空間を創出する。

2.95 人

①3216本

②62,938㎡

③100本

R2実績

非常勤
特別職

58

34

0.00 人

0.00 人

0千円

事業の具体的な内容及び目的
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R2決算額（見込み）

R1目標

前年度に引き続き、市職員が現場作業を
行うケースを増やすことで、業者に発注せ
ずに経費削減に努めた。
また、倒木や枯れ枝の落下による事故の
発生を防止するため、職員による目視で
の点検を行った。

厳しい財政状況ではあるが、要望の多い路線を
優先して実施しているため。

58
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

街路樹維持管理指針に沿った、維持管理
の計画を立てる。
街路樹診断、職員による目視での点検を
継続して行い、倒木事故を未然に防ぐ。

C

指標名

大径木化したケヤキなどの街路樹
については、沿道住民からの要望
で強めに剪定を行うなどしているた
め、管理状態にバラツキがある。ま
た、樹木診断を実施し、倒木の可
能性がある街路樹については伐採
等を行い、事故防止に努める。

R2年度に改善した点

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

目標設定の考え方・根拠

104,979千円

道路の景観や道路交通の安全確保を目的とす
るため街路樹の剪定や除草実施延長を指標と
する。

①高・中・低木剪定数

②除草

③樹木診断

街路樹剪定・除草実施延長（㎞）
道路法、道路構造令、所沢市道路の構造の技術的基準等を
定める条例、所沢市移動円滑化のために必要な道路の構造
に関する基準を定める条例

106,000千円

道路法、道路構造令、道路交通法、所沢市道路の構造の技
術的基準等を定める条例、所沢市移動円滑化のために必要
な道路の構造に関する基準を定める条例

14,657千円

R1予算現額

街路樹管理事業

根拠法令 R2予算現額

105,000千円

R2正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

期間 0.75 人

重要 法定受託事務 法定受託＋附加

0.00 人

R2決算額（見込み）

43,752千円

R1決算額

根拠法令

事業の目的及び具体的な内容

R2予算現額

0.70 人

44,290千円

R3目標

①補助額　2,949,000円
　 補助灯数　116灯
②補助額　20,467,900円
　 補助灯数　13,333灯
③　7,068灯

R2目標

43,701千円

R1正規職員
人件費防犯灯維持管理・

補助事業
0.80 人

所沢市防犯灯補助要綱 44,290千円

非常勤
特別職

S53～ 6,126千円

【目的】夜間における道路上での犯罪被害の防止。
【内容】自治会等が設置、維持管理する防犯灯に対し新
設費（交換を含む）及び維持管理費の一部を助成するこ
とにより防犯灯の設置が促され、防犯効果の増大が図
られるとともに、安全な都市空間を実現することになる。

R2その他職員
従事割合

24,006千円 23,468千円

6,650千円 臨時職員 0.00 人 R2実績

24,006千円 23,417千円

指標名

①新設費補助金　補助額
　　　　　　　　　　　　補助灯数
②維持管理費補助金補助額
　　　　　　　　　　　　補助灯数
③リース防犯灯数

目標値：予算額
実 　績：補助金交付額

R1目標 R1実績

R2年度に改善した点

目標値：予算額
実 　績：補助金交付額

事前に新設要望調査を行うことで、公平に
設置している。また、前年度に補助金を利
用し増加した防犯灯の維持管理費補助業
務が適切に執行できた。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

防犯灯LED化整備事業により、ほとんどの
防犯灯がLED灯となったが、デザイン灯や
増設については、補助金の活用を検討し
ている自治会・町内会等があるため、LED
化率100％を達成するために、予算の範囲
内で効率的な補助金の交付方法を検討し
ていく。

目標設定の考え方・根拠

A

防犯灯補助金については、各自治
会等からのLED化の要望が多く、す
べての要望に応えることはできな
かったが、防犯灯LED化整備事業
と合わせて、LED化の促進を図るこ
とで、ほとんどの防犯灯をLED灯に
することができ、安全なまちづくりに
資することができた。

自治事務

5,718千円 100件

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

24,006千円

建設
総務
課

実施計画ランク

R2その他職員
従事割合

150件

非常勤
特別職

0.00 人 200件

134,757千円

会年職員
期間

S53～

R1予算現額

0.00 人

【目的】歩行者、自転車及び車両の夜間交通の安全確
保及び円滑かつ快適な利用を図る。
【内容】
道路照明灯の新設・維持管理を行う。また、リース対象
の8,602灯についてはリース料を支払う。

112件

5,818千円 臨時職員 0.00 人

R1決算額

①89件

②89件

③10,766灯

R2目標 R2実績

89件

0.70 人

R2正規職員
人件費

R3目標

①必要な修繕数

②修繕実施数

③電気料支払い灯数

修繕完了灯数

132,314千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

137,702千円

自治事務

R2年度に改善した点

目標値：想定される修繕灯数
実績：修繕実施灯数

ソーラーエネルギーを利用した照明灯の
設置や水銀灯や隧道灯のＬＥＤ化を進める
など省エネルギーに配慮した修繕を進め
た。また老朽化した設備の長寿命化を進
めるなど、道路環境整備に努めた。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

歩行者、自転車及び自動車の夜間通行の
安全確保。円滑かつ快適な利用を図るた
め、道路照明灯の効率的な設置・維持管
理を行っていく。
また,非LED灯（デザイン灯等）のLED化を
進めていく。

目標達成済
（目標値は想定される修繕数であり、実施の修
繕灯は目標値を下回っているが、修繕自体が少
ないことが良いとの判断から達成済みとした。）

R2目標値が未達成の理由・分析

指標名

道路照明灯維持管
理事業

目標設定の考え方・根拠

A

市管理の道路照明灯の修繕につい
て、迅速な修繕により適正な維持
管理をすることができた。
道路照明灯LED化整備事業による
リース物件の道路照明灯の維持管
理については、リース事業者と連携
し効率的管理が行われた。

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

所沢市照明灯設置基準

重要 法定受託事務 法定受託＋附加 139,552千円

事業の種別

一
般

道路
維持
課

実施計画ランク

Ｈ３０～

事業の種別

一
般

R1予算現額 R1決算額

R3目標

R1その他職員
従事割合

R1目標

指標名

R2決算額（見込み）

歩道内における歩行者と自転車の接触事故の軽減を目
的として歩行者と自転車の分離により、安全性を確保す
るとともに地域のニーズに応じた自転車通行レーンを整
備する。

自転車レーン整備
事業

根拠法令 R2予算現額

法定受託＋附加 56,226千円

7,760千円

優先 自治事務 法定受託事務

自転車レーン整備の実施延長（ｍ）
歩行者・自転車の通行の安全性を確保するた
め、道路状況に応じた自転車レーンを整備する
ため、その整備延長をもって指標とする。

道路状況に応じて自転車レーンを整備し
た。

10,824千円

13,464千円

R2目標値が未達成の理由・分析 -

R2年度に改善した点

R2目標

5,525ｍ

期間 0.95 人

R1正規職員
人件費

事業の具体的な内容及び目的

会年職員 0.00 人

①自転車レーン設置工事

R1実績

歩行者と自転車を分離することで
安全性を確保した。

目標設定の考え方・根拠

自転車レーンの設置には、道路幅員があ
る程度確保されないと設置が難しいのでで
きるところから整備していく。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

5,907ｍ

R2実績

　当初、市道2-1210号線（旧2-993号線）自転車
レーン設置工事については、東所沢中央交差点
から武蔵野線のアンダーパスをくぐり東所沢四
丁目交差点までの計画であったが、アンダーパ
スの車道側を通行する際の安全性を関係機関
と協議したところ、自転車を歩道へ誘導する方
向に変えたことから、施工距離が短くなり計画距
離が未達となった。

3,697ｍ
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R1予算現額

0.00 人

非常勤
特別職

0.00 人 3,337m

24,271千円

2.92 人

会年職員

①1088.4ｍ

7,444m

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

７．エネル
ギーをみん
なにそしてク

リーンに

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１３．気候変
動に具体的
な対策を

３．すべての
人に健康と

福祉を

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

歩行者と自転車との接触
事故の軽減を図った。
徒歩や自転車での移動促
進に寄与した。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

７．エネル
ギーをみん
なにそしてク

リーンに

補助金交付により地域の
防犯灯設置を促進し、住み
やすい住環境づくりに寄与
している

ソーラーパネルを電源とし
た照明灯の設置、水銀灯
のＬＥＤ化

どのように貢献したか

都市景観の形成や防災の
機能を保ち、人のためのみ
ち（空間）スポットオアシス
を創出した

１５．陸の豊
かさを守ろう



第６章　自然と調和する住みよいまち  第３節　道路

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

事業自体が
貢献する
項目

現状の課題
総合
評価

評価
理由

成果指標活動実績(R2)

SDGsへの貢献
(最大3つ)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど成果

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

項目名

■ □ □

実績

評価者

課長　相沢　渉

項目名

■ □ □

実績

評価者

課長　相沢　渉

0.00 人

632,825千円

0.00 人

23,689千円
①1橋

②6橋

③3回

3 3

臨時職員

会年職員
期間 2.85 人 R3目標

R2その他職員
従事割合

1

建設から長い年月が経過した橋りょうの老朽化に対し、
定期的な点検を実施し、その結果から補修等を行うとと
もに耐震性の向上を図ることで更なる安全性を確保す
る。
所沢市橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、修繕を計
画的に進めることで橋りょうを延命化し、維持管理費用
の縮減を図る。

2.85 人

Ｈ２５～ 23,279千円 1

R1実績

非常勤
特別職

指標名

0.00 人

R2年度に改善した点

修繕した橋りょう数

A

目標設定の考え方・根拠

橋りょうの安全確保を目的とするため、点検によ
り補修等が必要な橋りょうの修繕工事数を指標
とする。

82,111千円

①橋りょう修繕

②橋りょう修繕設計

③管理者協議（河川・鉄道等）

事業の具体的な内容及び目的

根拠法令

道路法、道路構造令、所沢市道路の構造の技術的基準等を
定める条例、所沢市移動円滑化のために必要な道路の構造
に関する基準を定める条例

59,010千円 57,964千円

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R2決算額（見込み）

平成28年度より実施していた法定定期点
検の一巡目が終了したことから、その点検
結果にもとづき令和元年度に見直しを行っ
た「所沢市橋梁長寿命化修繕計画」に沿っ
て、事業を進めた。
令和２年度については、健全度がⅢ判定
（早期に措置を講ずべき状態）であった桜
淵橋の修繕工事を実施した。

目標達成済み

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

R2目標 R2実績

1

令和３年度からは、道路法で定められてい
る５年に１回の近接目視による定期点検
の二巡目が開始される。また、所沢市橋
りょう長寿命化修繕計画」に基づき、予防
保全の観点から計画的な点検、診断、修
繕を実施することで、引続きライフサイクル
コストの縮減を図っていく。

これまでの定期点検の診断結果を
もとに、「所沢市橋りょう長寿命化
修繕計画」の見直しを行い、優先順
位を見定めて、計画的な修繕を
行っている。R1目標

R1決算額

0.00 人

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

R2予算現額

R2正規職員
人件費

橋りょう長寿命化修
繕事業

Ｓ２５～ 95,974千円

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 123,241千円

期間 11.75 人 R3目標

100.0%

①要望・通報件数

②道路補修改修工事

③道路清掃

要望・通報に対する処理割合

98.0%

R1目標

0.00 人

会年職員

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

93,510千円 臨時職員 0.00 人 ①2,788件

②11路線　1782.9km

③路面清掃 12路線 26.6ｋｍ
　桝清掃     89箇所　
　U字溝清掃 312ｍ

R2目標

道路の老朽化及び市民要望ともに今後も
増加していく傾向にあるため、修繕や工事
の優先順位を定め計画的に実施していく
必要がある。

非常勤
特別職

R2その他職員
従事割合

100.0%

R2年度に改善した点指標名

修繕方法が個人では判断が難しい場合な
ど、現場の状況等をグループ内で話し合
い、より効果的かつ経済的となるよう工夫
を凝らしている。

98.9%

多様化・複雑化している要望が多くなり、解決に
いたるまで多くの時間を要する案件や財政状況
により年度内に完了できていない案件があるた
め。

A

R2実績

市民からの通報や道路パトロール
により、道路の危険状況を把握し、
迅速に修繕を行うことにより、事故
防止に努める。

目標設定の考え方・根拠

老朽化した道路を修繕することが目的のため、
要望・通報件数に対して処理した件数の割合を
指標とする。

R1その他職員
従事割合

老朽化が進行した道路や、機能が低下した道路施設を
計画的に修繕し、道路利用者の安全を確保するととも
に、沿道の生活環境の改善を目指す。

11.25 人

R1実績

100.0%

R2目標値が未達成の理由・分析

632,976千円

事業の具体的な内容及び目的

R2正規職員
人件費

R1決算額R1予算現額

道路施設維持管理
事業

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

684,017千円 683,598千円

R1正規職員
人件費

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

道路法、道路構造令、所沢市道路の構造の技術的基準等を
定める条例、所沢市移動円滑化のために必要な道路の構造
に関する基準を定める条例

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

安心安全に利用してもらう
ため、老朽化した橋梁等の
修繕工事を実施した。

どのように貢献したか

道路の保全と通行の安全
確保を行った。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

１１．住み続
けられるまち

づくりを


